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	1. 概　説
	2. 動作原理
	3.  入出力仕様
	3.1 入力の仕様
	3.2 出力の仕様

	4.  性　能
	4.1 直線性 ﾌﾙｽｹｰﾙに対して±0.2％以下
	4.2 温度特性 温度範囲 0℃～50℃ではﾌﾙｽｹｰﾙに対して±0.5％以下（25℃基準）
	4.3 応答速度 ステップ入力にて出力最終値の63.2％までの時間は1ms以下
	4.4 入力インピーダンス
	4.5 過大入力耐量
	4.6 出力負荷の条件と出力インピーダンス
	a) 電圧出力の場合：負荷抵抗＝定格出力電圧(V)/出力負荷条件(mA)Ω以上
	b) 電流出力の場合：負荷抵抗＝出力負荷条件(V)/定格出力電流(mA)Ω以下

	4.7  出力リップル含有率 ﾌﾙｽｹｰﾙに対して1%以下
	4.8 制御電源
	4.9 ノイズ耐量
	4.10 絶縁抵抗および耐電圧
	4.11 雷インパルス耐電圧（±1.2/50μs） 入力～出力・制御電源・ケース・NE・E端子間 5kV
	4.12 質　量 約9kg
	4.13 塗装色 マンセル記号　　5Y7/1

	5. 分圧器の仕様
	6. 開　梱
	7. 取付け方法
	7.1 アイソレータの取付け方向につきましては、特に指定はありません。
	7.2 アイソレータは密封構造を標準にしておりますが、取付け環境としまして、高温度（60℃以上）の所や腐蝕性ガスのある所への取付けは、端子の接触不良の原因になりますので避けて下さい。
	7.3 ４個所の取付足の穴に8mmのボルトを使用して固定して下さい。アイソレータの質量は約9kgです。

	8. 配線方法
	8.1 計測系回路が接地系の場合
	a) 分圧器を併用する場合、分圧器の「－」側を接地側として下さい。
	b) 分流器等の出力を直接アイソレータに導入する場合、接地側に近い電位の個所に分流器を挿入し、その分流器より導入して下さい。

	8.2 制御電源回路
	a) アイソレータの銘板を確認し、銘板記載の電源を端子R～T間およびP～N間に接続して下さい。電源容量は約10VAです。
	b) ノイズを考慮した設計をしておりますが出来るだけノイズの少ない電源を使用して下さい。
	c) アイソレータの電源端子R,T,P,Nへの配線はツイストし、入力及び出力信号線とは分離配線して下さい。
	d) R～T,P～Nの端子間及びR,T,P,N端子～NE端子間にはノイズフィルタ保護用サージアブソーバを挿入しており、電源回路は図3の様になっております。

	8.3 入力信号線
	a) 分流器や分圧器からアイソレータまでの入力信号線は、2mm2以上の電線を使用し、電線はツイストして下さい。なお配線の引き回しに注意し、ノイズ発生源から離したり、また出力信号とは分離するようにして下さい。
	b) アイソレータの入力端子＋，－より見た入力信号源のインピーダンスは

	8.4 出力信号線
	a) 出力信号線はノイズ発生源より離し、動力線と同じダクトに入れないで下さい。
	b) 使用線種はツイストシールド線(CO-SPEV-SB等)で0.5mm2以上のものを使用し、配線の長さは20m以内にして下さい。
	c) シールドの接地は受け側で行ってください。もし受け側で接地できない場合には、アイソレータのE端子に接続して下さい。（シールドの受け側とアイソレータ側の両側での接地は避けて下さい。）
	d) 出力負荷は4.6項の出力負荷条件以内で使用して下さい。

	8.5 接地線
	8.6 配線の確認

	9. 保守点検方法
	9.1 アイソレータ本体の入力～出力特性試験
	a) 次の表の測定器を用意して下さい。
	b) 図5の結線を行い、15分以上ウォームアップした後計測試験を行ってください。
	c) 誤差の算出は下記の計算式にて行ってください。誤差が0.3％ F.S以上ある場合は図6の「SPAN ADJUST(スパン調整）」ボリュームで調整して下さい。

	9.2 アイソレータ本体の絶縁抵抗の測定
	9.3 分圧器の入力～出力特性試験
	a) 次の表の測定器を用意して下さい。
	b) 定格入力電圧において出力電圧が10V±0.1V以内であることをご確認下さい。

	9.4 分圧器の絶縁抵抗の測定


